
➢ 巡視活動

 堤防等を巡視し、堤防の亀裂等の異常を発見したときは、水防本部及び河川管理者等に報告するとともに水防工法等を実施します。

➢ 水防工法

堤防の決壊を未然に防いだり、水害を最小限に食い止めるための活動であり、状況に応じて最適な水防工法を実施します。

■積み土のう工

堤防の上に土のうを積み
上げて、水が堤防を越える
のを防ぐ工法で、水防工法
の基本ともいえる工法

■シート張り工法

水の流れで堤防が削り取
られたり、水が漏れたりし
ないように、防水シートを
張って堤防を守る工法

■木流し工法

水の流れが急なとき、枝葉
のよく繁った木を川に流し
、水の勢いを緩やかにして
堤防が削られるのを防ぐ工
法

■月の輪工法

堤防の裏側に水が漏れだしたと
き、半円形に土のうを積んで、
川の水位と漏れた場所との水
位の差を縮めて圧力を弱め、水
漏れが広がるのを防ぐ工法

➢ 避難誘導・救助活動

人的被害の軽減を図るために行う避難誘導や救助活動も水防活動に含まれます。

➢ 排水作業

氾濫による被害の軽減を図るために行う排水作業等も水防活動に含まれます。

○ 水防活動とは、水災を警戒し、防御し、及びこれによる被害を軽減する活動をいい、
     巡視活動、水防工法のほか、避難誘導・救助活動、排水作業等も含まれます。

水防活動
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水防工法の選定（１）

水防活動では、速やかに現地状況に適合した工法を選定し、迅速に
対応することが重要です。

被災要因および対策の基本方針〔１〕

「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より
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水防工法の選定（２） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

被災要因および対策の基本方針〔２〕
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